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シロアサモドキ類 (Emhioc成 ra)!式、混在のところカワゲう類 (Plecopt芭ね}に近縁

であるとされているが、それを喜子まをする裁も多くその系続、要素縁関係は玉ただ鳴らかでない。まだこの箆決密葬

の誘発も少なく、最近になってNag品shimaet al. (1991旦ラ刊号lb)ゑま主主活様式、 sil主草landの綴綴i構造について

ったばかりである。卵巣小管製も Muk邑りi(1927)以来、栄養線総をもたないpanoistictypeぐおる

と考えられてさたが、それを裏付‘げるE李総な研究は皆紫であるおそこで我々は研究室室内で綴背中のコケシロア

ワモ-いネの繰成虫を跨いで、事評議小管撃を碗らかにし、 i奇特に卵巣形態さらに努主主戒を光学及'(}，電子霊翼線総に
より綴祭した。

締 5巣製
g卵罪幾芳形5霊態主一Z窓芝右4のつ草卵担幾iはまそれぞ
E為註E捻岳f総昌10斜郡もγ宮i滋dt訂.IC没主 tにこそれぞ

約 1mm) をiし〆ており v刊a息籾伊m削laの予背背宇宇'TI簡百に関口すす7るG 付腐腺は J灯1仲m的ωbωiωami的no印r(Mu肱l此k巴引吋I吋ji，19臼叩2灯7)と問様に存干在主しない

(仔F抗iほg.lυ)α また、妊娠したJIi誌の憾体では、:各卵巣小殺の主主音'[¥に卵殻形成が終了した成熟卵 O.15XO.6rnm)がl
2惑の薬草11で議姦10懇の絡を重量み惑とす主主111ftあると考えちれる。

卵彩j災-1添;の卵巣小?まには terrninalfilament， gerrnarh聞につづいて 81留の oocyteが f'()llicularceJlsに

よって溜まれて、 1列に並んでいる (Fig.2)。それらの形態的特徴を Table1 に示した。 1-61寄尽の oocyte

では総務?幹事裁の蓄稜が行われ、さらに7苦言慈の oocyt主からはタンパク受性善事糞の落機カ怒号姶される。このタ

ンパグ紫没頭書室をの喜主演過程では、絞め箆E訟で報告されているような oocyt己表緩における、典~的な

されなかった。しかし oocyteとfollicul昌reellsの間i擦にタンパク質性事事業と苅穏凌の

oocyt器勤務域から出演し姶めることを五苦慮すると、コ

ケシt1アリモドキにおいてもこの3蓄積遇税において micropinocytosisによる ooeyte内への絞り込みの五}合活性は
充分にあると考えられる令喜重HI♂〉∞立yte表喜立には際養護診す形成され、絞いて著書設が形成される (Fig.2)"こ
れらの形成議総および檎宣告については、今後詳しい観察を行う予定である。

卵3奇形成綴までの oocyte細胞淡:には非常に多くのリボゾームと多数のミトコンドリアが常に観察されるカ丈
ゴルジ体や小総体などの総務内小器11は緩めて少ない。また、ミトコンドワアは5"1幸鼠の oocyおまでは卵殺胞
のj惑憾に集会しており、告番程の oocyteではそれらが綴慰霊窓会主主に拡散し、さらにn害滋の oocyteではま長翠
竣へと、その分容を変えでゆくことも穣言まされた。
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Fig. 2 Diagrammatic representation of a single ovar-

iole of Oligotoma japonica. Scale = 0.2 mm 
CH: chorion， FY: fatty yolk， G: germarium， 

PY: proteid yolk， TF: terminal filament， VM 

vitelline membrane. 

Diagrammatic representation of gravid female 

ovary of Oligotoma japonica. Scaleニ 1mm. 

CO: common oviduct， LO: lateral oviduct， 

OL: ovarial ligament， OV: ovariole， SP: sper 

matheca. 
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* *In formation of chorion * In formation of vitelline membrane. 




